










































































ン【造り物】 」を立項し、 「見せ物などの細工人形のこと。菊人形、あるいは、夏祭の瀬戸物町の瀬戸物細工の人形なども造り物と称した（後略） 」と説明してい
る（１）
。ここ




そこで、研究Ａの 『研究報告』 に所収された日高薫 「共






































































建て込 御旅所の仮設場所の確保が困難となったため、京町堀川右岸の鷺島 （ ちの雑喉場） に 旅所を常設し、毎年、同地に御神霊を迎えることになった（鉾流神事は中止） 。やがて同地に魚市場が形成されると、御旅所は木津川右岸の戎島の地に移された。　
この御旅所の常設化は、船渡御に新たな動きを生みだ










































































































































































































































































































が芝居の登場人物である。御迎人形が登場した元禄期の大坂では、井原西鶴や近松門左衛門らに代表される町人文芸が熟成し 大坂において能や文楽（人形浄瑠璃） ・歌舞伎が隆盛を極めた。そ 風土を背景に登場したが、舞台に題材を求めたことは当然のこと いえよう。　
現存する御迎人形の多くは、二ｍ余の大型人形である
が、その細工人 「大江」 姓の多いことが注目される。 「大江」姓は、今につながる文楽人形師の家系 かつては、その手足や頭など 動くカラクリが施されていたのも宣なるかなといえよう。 町角や船上で披露 際には、芝居の一場面を彷彿とさせるように見栄を切ったのだろう（現在は、全ての部材は固定されている） 。　
御迎人形の登場により、天神祭に群参した人々は、芝
居に思いを馳せる楽しみ 得ること なったのであるここで幾つかの人形の出自をみておこう。たとえば、５「安倍保名」と６「与勘平」は『蘆屋道満大内鑑』の主従であり、保名の妻は




































































































ら、 「源九郎狐」の人形を見れば、誰もが『義経千本桜』の筋書きを思い浮かべたことでしょう。この狐は、義経の家来の佐藤忠信に化けて、親狐の皮を張った 「初音 鼓」 を持つ静御前を守護したのだと、わが子に教える得意そうな親の顔が浮かびます。　「朝比奈三郎」の場合も、 「曽我物」と呼ばれる芝居での彼の活躍はあまりにも有名でした。時 は、この人形の長袴に描かれた鶴 丸の紋は、初世中村伝九郎が、朝比奈初演の際に、自家の替紋であった鶴の丸を用いて大当たりをとり、それ以 、朝比奈役は鶴の丸を付けるようになったのだと、得意げに講釈する芝居好きもいたでしょう。　あるいは「濡髪長五郎」の前では、 『双蝶々曲輪














	 高島幸次 「大阪天満宮と大将軍信仰―星辰信仰と疱瘡神―」 『大阪天満宮史の研究』第二集（一九九三年、思文閣出版）







































いるのであって、現実にはこの制限から外れた 「造り物」も数多い。それはそれでいいのだが、以下に述べる天満宮の祝祭に見られた「つくりもん」 、こ 狭義の定義が通用すると考えている。　
この定義に従えば、毎年の祭礼ごとに、アイデアを絞


























































ん」があった。それは、先述の「藤の棚」と「牡丹」である。前者は蜆貝を藤棚に見立てたもので天神橋北詰めから東へ、後者は紙製の牡丹の造花で、天神橋北詰めから西側へ飾ることが決まっていた。毎回 正遷宮に登場する「蜆の藤棚」と「牡丹の花壇」は、一回性を旨とする「つくりもん」のなかで 異質だが それだけ高い評価を得ていたのだろう の二種に加えて その年独特の 「つくりもん」 が耳目を集めるのが天満宮 正遷宮だった。　
その習慣は近代になっても変わるこ なく、明治一一








とにあると指摘した。現在で 、本物と思い込んでいた花が、他人の指摘を受けて造花だと気付くことがある。そこで、優れた「つくりもん」には、説明（種明かし）役が必要となる。また一目見てその材料 工夫に気づ程度の作品 あっても、それ 面白く観賞するための説明役はいるほうが良いに決まっている　
たとえば、嘉永三年（一八五〇）に難波新地に出た見
世物「すゝみ大滝」では 「滝の前方にて役者物まねを致し、面白く囃し立て大流行り り」と記録され いる（８）
。見世物・造り物が隆盛を極めた幕末の大坂 は、 「あ
まからや」 と名乗る口上師 活躍してい 。弘化五年 （一八四八） 、稲荷社内の「金比羅権現正遷宮」に際し 「あまからや」 は木綿で造った大象の口の中で口上している。













































































と「つくりもん」を紹介してきたが、その第一義的な意味は、神霊を迎えることであり、祝意を込めた奉納であることはいうまで ない。しか 、それだけなら町角に飾り、あるいは町並みを装飾して、多くの群衆に披露する必要はない。船の舳先に乗せるだけでよく、本殿の奥深い神前に供え だけでいい。　
町角、 町並みに披露され、 多くの見物客を集めるのは、











受けて、去る四月二日の「平成二三年度懐徳忌講話」でお話させ いただ 「 『つくりもん』文化の今昔」をリライトしたものである。　
懐徳堂が創立された享保九年（一七二四）から六〇余
年後の天明七年（一七八七）に『造物趣向種』が出版されている。 「造り物」文化が大阪市中に華開い 時代と、懐徳堂の歴史は重なっている。そこ 学んだ人々は、どこかの祭礼や正遷宮で を楽しみ、息抜きをしたに
違いない。　
講話の機会を与えていただいた懐徳堂記念会にお礼を
申し上げます。
コミュニケーションを誘発する「造り物」―大阪天満宮の祝祭を中心に― ― 高島幸次
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